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は
じ
め
に 『

孝
経
』

の
成
立
時
期
の
再
検
討

『
論
語
』
学
而
篇
に
は
「
有
子
日
く
、
…
孝
弟
な
る
者
は
、
其

れ
仁
の
本
為
る
か
」
と
あ
り
、
仁
の
根
本
に
孝
・
悌
が
据
え
ら
れ

て
い
る
。
孝
と
は
、
子
の
親
に
対
す
る
敬
愛
の
情
、
及
び
そ
れ
に

基
づ
く
行
為
を
指
し
、
悌
と
は
弟
の
兄
に
対
す
る
敬
愛
の
情
、
及

び
そ
れ
に
基
づ
く
行
為
を
指
す
。
周
知
の
如
く
、
孔
子
は
仁
を
人

倫
の
根
本
と
し
て
重
視
し
た
が
、
有
若
の
言
の
よ
う
に
、
さ
ら
に

そ
の
大
本
に
孝
・
悌
を
置
く
見
方
も
あ
る
。
孝
・
悌
は
儒
家
思
想

に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
孝
の
専
論
と
し

て
は
『
孝
経
』
が
存
在
す
る
。

『
孝
経
』
は
、
漢
代
に
は
『
論
語
』
や
『
書
経
』
と
同
等
に
扱

わ
れ
る
ほ
ど
尊
重
さ
れ
た
（
注
1
)
。
し
か
し
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ

い
て
は
定
見
が
無
く
、
現
在
に
至
る
も
な
お
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。

か
か
る
閉
塞
的
な
状
況
を
打
破
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ

中
国
研
究
集
刊
調
号
（
総
32
号
）
平
成
十
五
年
六
月
三
四
ー
五
一
頁

る
の
が
、
本
稿
で
論
ず
る
曽
子
立
孝
篇
で
あ
る
。

曽
子
立
孝
篇
は
、
『
大
戴
礼
記
』
曽
子
十
篇
中
の
一
篇
で
あ
る
。

本
篇
は
曽
参
が
君
子
の
孝
を
説
く
と
い
う
も
の
で
、
孔
子
が
曽
参

に
孝
を
説
く
『
孝
経
』
と
の
思
想
的
関
連
が
窺
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
曽
子
立
孝
篇
は
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
有
力

な
手
掛
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
陳
振
孫

が
『
大
戴
礼
記
』
を
後
世
の
偽
書
と
断
じ
て
以
来
（
注
2
)
、
『
大
戴
礼

記
』
は
信
憑
性
を
欠
く
資
料
と
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
る
こ
と

が
な
く
、
あ
ま
り
正
面
か
ら
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

近
年
の
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
以
下
、
上
博
簡
と
略
称
）

の
発
表
に
よ
り
、
曽
子
立
孝
篇
の
資
料
的
信
憑
性
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
。

上
博
簡
は
、
上
海
博
物
館
が
香
港
の
骨
蓋
市
場
か
ら
購
入
し
た

新
出
土
資
料
で
、
そ
の
発
掘
地
点
や
墓
葬
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
九
三
年
に
発
掘
さ
れ
た
郭
店
楚
簡
（
注
3
)
と
重
複
す

久

保

由

布

子

(34) 



る
篇
が
存
在
す
る
な
ど
の
共
通
点
か
ら
、
郭
店
楚
簡
と
ほ
ぼ
同
時

期
の
も
の
で
、
楚
が
郵
を
放
棄
す
る
前
二
七
八
年
以
前
に
造
営
さ

れ
た
貴
族
の
墳
墓
の
副
葬
品
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
注
4
)
o

な
お
、
炭
素
十
四
法
に
よ
る
測
定
の
結
果
で
は
、
竹
簡
は
国
際
定

点
で
あ
る
一
九
五

0
年
を
湖
る
こ
と
二
二
五
七
士
六
五
年
の
も
の

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
先
の
推
測
を
裏
付
け
て
い
る
（
注
5
)
0

上
博
簡
は
竹
簡
数
計
―
二

0
0
余
枚
、
文
字
数
三
五

0
0
0字

の
膨
大
な
量
に
上
り
、
そ
の
内
容
は
哲
学
・
文
学
・
歴
史
・
宗
教
・

軍
事
・
教
育
・
政
論
•
音
楽
・
文
字
学
等
、
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。

現
在
、
写
真
版
及
び
釈
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
収
録
の
「
孔
子
詩
論
」
篇
・
「
性
情
論
」

篇
・
「
細
衣
」
篇
の
三
篇
、
及
び
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
二
）
』
収
録
の
「
民
之
父
母
」
篇
・
「
子
羊
~
」
篇
・
「
魯
邦
大
旱
」

篇
・
「
従
政
（
甲
篇
・
乙
篇
）
」
篇
・
「
昔
者
君
老
」
篇
・
「
容
成
氏
」

篇
の
六
篇
の
み
で
あ
る
（
注
6)°

篇
名
の
み
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の

に
は
、
武
王
践
昨
篇
・
曽
子
立
孝
篇
等
が
あ
る
（
注
7
)
0

上
博
簡
が
郭
店
楚
簡
と
同
じ
戦
国
中
期
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
曽
子
立
孝
篇
も
、
戦
国
中
期

以
前
の
も
の
と
な
る
。
か
か
る
曽
子
立
孝
篇
と
『
孝
経
』
と
の
比

較
は
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
鍵

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
に
曽
子
立
孝
篇
と
『
孝
経
』
と
の
比
較

を
通
し
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
る
こ
と

と
し
た
い
。

上
博
簡
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
曽
子
立
孝
篇
は
未
発
表
で
あ
る

が
、
同
じ
く
上
博
簡
に
含
ま
れ
る
「
細
衣
」
篇
・
「
民
之
父
母
」
篇

が
、
今
本
『
礼
記
』
の
細
衣
篇
・
孔
子
間
居
篇
と
ほ
ぼ
一
致
す
る

こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
上
博
簡
の
曽
子
立
孝
篇
も
ま
た
、
『
大
戴
礼
記
』

曽
子
立
孝
篇
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
稿
で
は
『
大
戴
礼
記
』
曽
子
立
孝
篇
を
用
い
て
考
察

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

『
孝
経
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
大
き
く
古
文
テ
キ
ス
ト
と
今
文

テ
キ
ス
ト
の
二
種
が
存
在
す
る
。
現
在
、
古
文
テ
キ
ス
ト
に
は
、

前
漢
の
孔
安
国
の
伝
が
付
さ
れ
た
孔
伝
本
が
あ
り
、
今
文
テ
キ
ス

ト
に
は
後
漢
の
鄭
元
が
注
し
た
鄭
注
本
、
唐
の
玄
宗
の
注
が
付
さ

れ
た
御
注
本
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
最
も
広
く
流
布
し
て
い
る
四

部
叢
刊
所
収
の
御
注
本
を
底
本
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

本
章
で
は
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
に
関
す
る
主
要
な
先
行
研
究

を
紹
介
す
る
。
『
孝
経
』
の
作
者
及
び
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
古
来

議
論
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
議
論
は
、
お
お
む
ね
次
の
七
種
に
分
け

ら
れ
る
。

『
孝
経
』
の
成
立
時
期
に
関
す
る
先
行
研
究
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①
孔
子
の
作
と
し
、
春
秋
末
の
成
立
と
す
る
見
方

②
曽
参
の
作
と
し
、
春
秋
末

S
戦
国
初
頭
の
成
立
と
す
る
見
方

③
曽
参
の
門
弟
の
作
と
し
、
戦
国
前
期
の
成
立
と
す
る
見
方

④
曽
参
の
後
学
の
作
と
し
、
戦
国
中
期
の
成
立
と
す
る
見
方

⑤
曽
参
の
後
学
の
作
と
し
、
戦
国
末
期
の
成
立
と
す
る
見
方

⑥
呂
不
葬
学
者
集
団
の
作
と
し
、
秦
初
の
成
立
と
す
る
見
方

⑦
漢
儒
の
偽
作
と
し
、
漢
初
の
成
立
と
す
る
見
方

近
年
の
状
況
と
し
て
は
、
①
②
③
は
学
問
的
な
検
討
が
為
さ
れ

て
い
な
い
見
方
で
あ
る
と
し
て
軽
視
さ
れ
、
概
ね
④
⑤
⑥
⑦
説
が

と
ら
れ
て
い
る
（
注
8
)
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
④
⑤
⑥
⑦
説
、
す
な

わ
ち
戦
国
中
期
説
・
戦
国
末
期
説
・
秦
初
説
・
漢
初
説
に
焦
点
を

当
て
、
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
で
は
、
以
下
こ
の

四
説
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
こ
う
（
注
9
)
0

先
ず
、
④
の
戦
国
中
期
説
か
ら
見
て
い
こ
う
。
代
表
的
な
研
究

に
、
武
内
義
雄
『
孝
経
の
研
究
』
が
あ
る
（
注
1
0
)
0

武
内
氏
は
、
朱
子
『
孝
経
刊
誤
』
に
倣
い
、
今
文
『
孝
経
』
の

首
章
か
ら
第
七
章
ま
で
を
孔
子
と
曽
参
の
問
答
を
記
し
た
経
部
、

第
八
章
か
ら
第
二
二
章
を
後
人
が
経
を
解
説
し
た
伝
部
と
す
る
。

そ
し
て
、
経
部
で
は
天
子
・
諸
侯
・
卿
大
夫
・
士
・
庶
人
の
五
等

の
孝
が
並
べ
説
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
篇
・
察

微
篇
に
『
孝
経
』
と
類
似
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
孝
経
』

を
周
末
（
戦
国
末
）
以
前
の
著
作
と
す
る
。
ま
た
、
経
部
と
『
孟

子
』
離
婁
上
篇
に
類
似
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
孝
経
』
の
成

立
時
期
を
孟
子
の
活
動
時
期
、
す
な
わ
ち
戦
国
中
期
に
絞
っ
て
い

る
。
伝
部
に
つ
い
て
は
、
天
子
と
士
の
孝
の
み
が
説
か
れ
、
諸
侯
・

卿
大
夫
の
孝
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
伝
部
は
経
部

の
解
説
と
し
て
漢
代
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。

こ
の
よ
う
に
武
内
氏
は
、
経
部
を
戦
国
中
期
の
成
立
、
伝
部
を

漢
代
の
成
立
と
す
る
。
こ
の
武
内
説
に
従
え
ば
、
『
孝
経
』
が
現
在

の
形
に
な
っ
た
の
は
漢
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
経
部
、
す
な

わ
ち
原
『
孝
経
』
と
で
も
い
う
べ
き
部
分
は
戦
国
中
期
の
成
立
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
戦
国
中
期
説
に
分
類
し
て
お
く
。

次
に
、
⑤
の
戦
国
末
期
説
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
戦
国
末
期

説
は
、
現
在
の
所
最
も
一
般
的
な
説
で
あ
る
。
本
説
の
論
拠
は
、

『
呂
氏
春
秋
』
察
微
篇
に
「
孝
綬
日
、
高
而
不
危
、
所
以
長
守
貴

也
…
」
と
『
孝
経
』
の
書
名
及
び
本
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
点
に

あ
る
。
細
部
に
は
見
解
の
相
違
が
見
え
る
も
の
の
、
津
田
左
右
吉

氏（注
11)
、
林
秀
一
氏
（
注
12)
、
板
野
長
八
氏
（
注
13)
、
浅
野
裕
一
氏
（
注
14)

ら
が
こ
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

で
は
次
に
、
⑥
の
秦
初
説
を
見
て
み
よ
う
。
秦
初
説
は
、
庄
兵

氏
に
よ
り
提
唱
さ
れ
て
い
る
（
注
15)°

庄
兵
氏
は
、
『
孝
経
』
に
古
文

テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
『
孝
経
』
成
立
の
下
限
を
秦
の

(36) 



焚
書
が
行
わ
れ
た
始
皇
帝
三
十
四
年
（
紀
元
前
ニ
―
三
年
）
と
す

る
。
そ
し
て
、
成
立
の
上
限
に
つ
い
て
は
察
微
篇
や
孝
行
篇
と
の

比
較
を
通
し
て
検
討
し
て
い
る
。
察
微
篇
に
「
孝
経
日
」
と
し
て

『
孝
経
』
諸
侯
章
の
引
用
が
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
察
微
篇
が
物

事
の
機
微
を
洞
察
せ
ん
と
す
る
論
旨
で
あ
る
の
に
対
し
、
諸
侯
章

は
自
ら
道
徳
の
改
善
を
図
ら
ん
と
す
る
論
旨
と
な
っ
て
い
る
と
し
、

両
者
の
論
旨
の
相
違
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
引

用
部
分
は
高
誘
注
の
混
入
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
孝

行
篇
と
『
孝
経
』
と
を
比
較
し
、
孝
行
篇
は
君
主
論
の
レ
ベ
ル
で

孝
に
よ
る
統
治
を
説
く
の
に
対
し
、
『
孝
経
』
は
国
家
体
制
論
の
レ

ベ
ル
で
孝
に
よ
る
統
治
を
説
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
『
呂

氏
春
秋
』
よ
り
『
孝
経
』
の
側
の
論
理
構
成
が
よ
り
高
度
で
あ
る

の
で
、
『
孝
経
』
は
孝
行
篇
以
後
の
成
立
で
あ
る
と
す
る
（
注
16)
。
以

上
を
総
合
し
、
庄
氏
は
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
を
、
呂
不
茸
学
者

集
団
が
解
散
し
た
始
皇
帝
十
二
年
（
紀
元
前
二
三
五
年
）
か
ら
、

焚
書
が
行
わ
れ
た
始
皇
帝
三
十
四
年
（
紀
元
前
ニ
―
三
年
）
ま
で

の
二
十
三
年
間
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

最
後
に
、
⑦
の
漢
初
説
を
見
て
み
よ
う
。
漢
初
説
は
、
主
に
渡

辺
卓
氏
と
渡
辺
信
一
郎
氏
に
よ
り
提
唱
さ
れ
て
い
る
（
注
17)o

渡
辺
卓
氏
は
、
曽
参
の
人
物
像
と
孝
の
位
置
づ
け
の
変
化
に
つ

い
て
考
察
し
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

氏
は
曽
参
の
人
物
像
に
関
し
て
、
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
で
は
曽

参
は
仁
の
祖
述
者
と
さ
れ
て
い
た
が
、
『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
篇
で
は

孝
の
専
門
家
と
し
て
登
場
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
孝
の

性
格
に
つ
い
て
、
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
で
は
、
孝
を
家
族
倫
理
、

忠
を
支
配
倫
理
と
し
、
孝
と
忠
は
背
反
す
る
性
格
を
持
つ
と
捉
え

ら
れ
て
い
た
が
、
孝
行
篇
で
は
そ
の
性
格
が
無
視
さ
れ
、
本
来
家

族
倫
理
で
あ
る
は
ず
の
孝
が
支
配
倫
理
に
編
入
さ
れ
て
い
る
と
し
、

孝
の
位
置
付
け
が
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
と
孝
行
篇
と
で
は
異
な
っ

て
い
る
と
指
摘
す
る
（
注
18)
。
さ
ら
に
、
『
孝
経
』
で
は
孝
行
篇
の
立

場
が
一
歩
進
め
ら
れ
て
孝
が
至
上
の
徳
と
さ
れ
、
天
に
準
え
ら
れ

て
説
明
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
『
孝
経
』
の
側
は
孝
行

篇
よ
り
孝
至
上
主
義
が
一
層
深
化
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
渡
辺
卓
氏
は
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
と
孝
行
篇
で

は
曽
参
の
人
物
像
、
さ
ら
に
孝
の
性
格
や
位
置
づ
け
も
異
な
っ
て

い
る
と
す
る
。
こ
の
孝
行
篇
の
立
場
を
よ
り
深
化
さ
せ
た
も
の
が

『
孝
経
』
で
あ
る
と
し
て
、
氏
は
『
孝
経
』
は
孝
行
篇
よ
り
後
、

す
な
わ
ち
漢
代
の
成
立
と
推
定
す
る
（
注
1
9
)
0

続
い
て
渡
辺
信
一
郎
氏
の
説
を
見
て
み
よ
う
。
渡
辺
信
一
郎
氏

は
、
察
微
篇
に
お
け
る
諸
侯
章
の
引
用
部
分
は
、
前
後
の
文
脈
と

繋
が
ら
な
い
の
で
、
注
文
の
混
入
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

ま
た
、
天
子
章
と
重
複
す
る
孝
行
篇
の
記
述
は
、
天
子
章
か
ら
の

引
用
で
は
な
く
、
孝
行
篇
本
来
の
文
章
で
あ
る
と
し
て
、
『
孝
経
』

が
孝
行
篇
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
を
退
け
る
。
そ
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し
て
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
上
で
、
『
孝
経
』
を
代

表
す
る
概
念
で
あ
る
愛
（
愛
情
）
．
敬
（
敬
慕
の
念
）
に
注
目
す
る
。

氏
は
、
士
章
の
記
述
か
ら
、
愛
・
敬
に
は
孝
・
悌
と
忠
・
順
と
を

結
び
付
け
る
媒
介
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

「
父
兄
（
母
）
に
事
え
る
こ
と
11
孝
悌
が
、
こ
こ
で
は
一
旦
そ
の

本
質
的
契
機
た
る
愛
敬
と
い
う
普
遍
的
心
情
に
分
析
還
元
さ
れ
、

こ
の
愛
敬
と
い
う
心
情
を
以
て
君
長
に
事
え
る
時
、
そ
れ
は
忠
順

と
い
う
形
態
を
と
っ
て
発
揮
さ
れ
る
と
説
く
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、

孝
・
悌
を
そ
の
根
本
で
あ
る
愛
・
敬
に
一
度
還
元
し
、
そ
の
愛
・

敬
を
君
臣
関
係
に
適
用
す
る
と
忠
・
順
と
し
て
発
揮
さ
れ
る
と
す

る
。
ま
た
、
氏
は
孝
・
悌
を
忠
・
順
と
関
連
づ
け
て
説
く
例
と
し

て
『
曽
子
』
・
『
子
思
子
』
を
挙
げ
る
（
注
20)
。
だ
が
、
そ
こ
で
は
孝
・

悌
が
愛
・
敬
に
還
元
さ
れ
ず
、
直
接
忠
・
順
に
関
連
づ
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
『
曽
子
』
・
『
子
思
子
』
と
『
孝
経
』
の
思
惟
過
程
に

は
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
す
る
（
注
21)
。
そ
し
て
、
『
孝
経
』
で
「
孝

悌
↓
愛
敬
↓
忠
順
」
の
構
図
が
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
『
曽
子
』
．

『
子
思
子
』
の
不
完
全
な
「
孝
悌
忠
順
」
説
に
対
し
て
『
韓
非
子
』

忠
孝
篇
が
批
判
を
行
い
、
こ
の
批
判
を
受
け
て
『
孝
経
』
が
愛
・

敬
を
用
い
て
孝
と
忠
を
結
び
付
け
、
『
曽
子
』
・
『
子
思
子
』
の
不

備
を
補
っ
た
た
め
と
説
明
す
る
。
氏
は
忠
孝
篇
の
成
立
時
期
を
秦

初
と
見
る
た
め
（
注
22)

、
『
曽
子
』
・
『
子
思
子
』
は
忠
孝
篇
の
作
成

さ
れ
る
直
前
の
戦
国
末
期
の
成
立
、
『
孝
経
』
は
忠
孝
篇
成
立
の
後
、

す
な
わ
ち
漢
初
の
成
立
と
結
論
付
け
る
。

以
上
、
近
年
主
に
説
か
れ
て
い
る
四
説
を
概
観
し
て
き
た
。
戦

国
中
期
説
・
戦
国
末
期
説
は
『
呂
氏
春
秋
』
に
『
孝
経
』
の
引
用

が
見
え
る
こ
と
か
ら
『
孝
経
』
を
『
呂
氏
春
秋
』
以
前
の
成
立
と

す
る
。
一
方
で
、
秦
初
説
・
漢
初
説
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
に
見
え
る

『
孝
経
』
の
引
用
部
分
は
注
文
の
誤
入
で
あ
る
と
し
、
『
孝
経
』
を

『
呂
氏
春
秋
』
以
後
の
成
立
と
推
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
き

く
見
る
と
こ
れ
ら
四
説
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
『
孝
経
』
引
用
を
信

ず
る
か
否
か
に
よ
り
、
戦
国
中
期
説
・
戦
国
末
期
説
と
秦
初
説
・

漢
初
説
と
に
分
か
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、

『
孝
経
』
と
『
呂
氏
春
秋
』
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に

し
よ
う
。

『
孝
経
』
と
『
呂
氏
春
秋
』

前
章
で
挙
げ
た
先
行
研
究
の
う
ち
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
を
『
呂

氏
春
秋
』
以
後
と
す
る
も
の
に
、
庄
兵
説
・
渡
辺
卓
説
・
渡
辺
信

一
郎
説
が
あ
る
。
行
論
の
都
合
上
、
渡
辺
卓
説
・
渡
辺
信
一
郎
説
・

庄
兵
説
の
順
に
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

渡
辺
卓
氏
は
、
『
孝
経
』
に
孝
を
天
に
準
え
る
記
述
が
見
え
る
こ

と
か
ら
、
孝
行
篇
よ
り
『
孝
経
』
の
側
が
孝
至
上
主
義
が
深
化
し

(38) 



て
い
る
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
、
孝
を
天
に
ま
で
準
え
る
記
述
は

孝
行
篇
に
は
見
え
ず
、
『
孝
経
』
の
側
が
よ
り
徹
底
し
た
孝
至
上
の

理
論
を
提
出
し
て
い
る
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、

『
呂
氏
春
秋
』
中
の
一
篇
に
過
ぎ
な
い
孝
行
篇
と
、
孝
に
よ
る
体

系
的
な
支
配
原
理
を
説
く
『
孝
経
』
全
体
を
比
較
す
れ
ば
、
『
孝
経
』

の
側
が
孝
行
篇
よ
り
孝
至
上
主
義
が
徹
底
し
て
い
る
の
は
当
然
の

結
果
と
い
え
る
。
か
か
る
差
異
を
論
拠
に
、
成
立
時
期
の
先
後
関

係
を
推
定
す
る
の
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

渡
辺
信
一
郎
氏
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
察
微
篇
に
お
け
る
『
孝
経
』

諸
侯
章
の
引
用
部
分
は
、
前
後
の
文
脈
と
合
致
し
な
い
の
で
、
注
文

の
誤
入
と
推
定
す
る
。
さ
ら
に
、
孝
行
篇
に
お
け
る
『
孝
経
』
天

子
章
と
の
重
複
部
分
は
決
し
て
『
孝
経
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
、

『
呂
氏
春
秋
』
本
来
の
文
章
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
具
体
的
な
根
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
察
微
篇
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
。

庄
兵
氏
も
ま
た
、
孝
行
篇
・
察
微
篇
に
注
目
し
、
『
孝
経
』
は
『
呂

氏
春
秋
』
以
後
の
作
と
推
定
す
る
。

孝
行
篇
は
君
主
論
の
レ
ベ
ル
で
孝
に
よ
る
統
治
を
説
く
の
に
対

し
、
『
孝
経
』
は
国
家
体
制
論
の
レ
ベ
ル
で
孝
に
よ
る
統
治
を
説
い

て
お
り
、
孝
行
篇
よ
り
『
孝
経
』
の
論
理
構
成
の
側
が
一
段
と
高

度
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
孝
経
』
は
孝
行
篇
よ
り
後
の

成
立
で
あ
る
と
氏
は
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
氏
も
ま
た
、

『
呂
氏
春
秋
』
察
微
篇
に
お
け
る
『
孝
経
』
諸
侯
章
の
引
用
部
分

を
注
文
の
誤
入
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。
察
微
篇
は
「
危
機

を
招
か
な
い
た
め
に
物
事
の
機
微
を
洞
察
し
よ
う
」
と
い
う
論
旨

で
あ
る
の
に
対
し
、
諸
侯
章
は
「
大
き
な
危
険
を
招
か
な
い
た
め

に
自
ら
道
徳
の
改
善
を
図
ろ
う
」
と
い
う
論
旨
で
あ
る
。
危
機
回

避
の
た
め
に
自
分
を
取
り
巻
く
状
況
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
を
外

察
、
自
ら
人
間
性
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
を
内
省
と
す
る
と
、
察

微
篇
は
外
察
で
あ
り
、
一
方
の
諸
侯
章
は
内
省
と
い
う
よ
う
に
、

両
者
の
論
旨
は
相
違
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
侯
章
の
引
用
部
分

は
注
文
の
誤
入
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

孝
行
篇
に
つ
い
て
は
、
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
孝
行
篇
よ
り

『
孝
経
』
の
側
が
緊
密
な
論
理
構
成
を
保
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
や
は
り
渡
辺
卓
説
と
同
様
に
、
『
呂
氏
春
秋
』
中
の
一
篇

で
あ
る
孝
行
篇
と
、
孝
に
よ
る
君
主
支
配
の
原
理
を
説
く
『
孝
経
』

全
体
と
を
一
概
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

諸
侯
章
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
諸
侯
章
は
、
「
高
け
れ
ど

も
危
う
か
ら
ざ
る
は
、
長
く
貴
を
守
る
所
以
な
り
。
満
つ
れ
ど
も

溢
れ
ざ
る
は
、
長
く
富
を
守
る
所
以
な
り
」
と
、
地
位
•
財
産
を

保
持
す
る
た
め
に
は
、
何
事
に
お
い
て
も
機
微
を
弁
え
、
行
き
す

ぎ
を
防
ぐ
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
庄
兵
氏
の
い
う
よ
う
な
「
自

ら
道
徳
の
改
善
を
図
」
る
こ
と
を
説
く
記
述
は
全
く
見
え
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
、
こ
れ
は
氏
が
外
察
と
評
し
た
察
微
篇
の
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論
旨
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
察
微
篇
に
お
け
る
『
孝
経
』

の
引
用
部
分
は
、
注
文
の
誤
入
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
孝
行
篇
と
『
孝
経
』
の
重
複
部
分
か

ら
、
『
呂
氏
春
秋
』
と
『
孝
経
』
の
先
後
関
係
を
決
定
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
。
察
微
篇
に
お
け
る
諸
侯
章
の
引
用
部
分
は
、

篇
全
体
の
論
旨
と
合
致
す
る
の
で
、
注
文
の
誤
入
と
は
考
え
難
い

よ
う
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
察
微
篇
に
「
孝
経
日
」
と
明
記
さ

れ
て
い
る
以
上
、
当
時
す
で
に
『
孝
経
』
が
存
在
し
て
い
た
と
考

え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
『
孝
経
』
の
成
立
は
『
呂
氏
春
秋
』
以
前
の
ど
の
時
期
と

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
『
孝
経
』
と
曽
子
立
孝
篇
を

比
較
し
、
そ
の
成
立
時
期
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

『
孝
経
』
と
曽
子
立
孝
篇

前
述
の
如
く
、
『
孝
経
』
と
の
思
想
的
関
連
性
が
窺
わ
れ
る
曽
子

立
孝
篇
が
上
博
簡
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
曽

子
立
孝
篇
と
の
関
係
か
ら
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
を
推
定
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
『
孝
経
』
と
曽
子
立
孝
篇

と
の
思
想
的
関
連
性
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

曽
子
立
孝
篇
は
「
曽
子
日
く
、
君
子
の
孝
を
立
つ
る
や
」
か
ら

始
ま
り
、
全
体
と
し
て
曽
参
が
君
子
の
孝
に
つ
い
て
説
く
体
裁
を

取
る
。
そ
の
内
容
は
大
き
く
三
分
で
き
る
。
第
一
段
で
は
、
父
・

子
・
君
・
臣
・
兄
・
弟
の
あ
り
方
、
第
二
段
で
は
孝
の
内
容
、
第

三
段
で
は
孝
と
忠
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

で
は
先
ず
、
第
一
段
か
ら
見
て
い
こ
う
。

（
第
一
段
）
故
為
人
子
而
不
能
孝
其
父
者
、
不
敢
言
人
父
不
能

畜
其
子
者
。
為
人
弟
而
不
能
承
其
兄
者
、
不
敢
言
人
兄
不
能

順
其
弟
者
。
為
人
臣
而
不
能
事
其
君
者
、
不
敢
言
人
君
不
能

使
其
臣
者
也
。
故
奥
父
言
、
言
畜
子
。
奥
子
言
、
言
孝
父
。

輿
兄
言
、
言
順
弟
。
輿
弟
言
、
言
承
兄
。
典
君
言
、
言
使
臣
。

興
臣
言
、
言
事
君
。

子
供
で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
の
父
に
孝
行
で
き
な
い
者
は
、

父
が
そ
の
子
供
を
養
え
て
い
な
い
（
か
ら
、
孝
行
で
き
な
い

の
だ
）
と
口
に
し
た
り
は
し
な
い
。
弟
で
あ
り
な
が
ら
、
自

分
の
兄
に
従
う
こ
と
の
で
き
な
い
者
は
、
兄
が
そ
の
弟
を
教

導
で
き
て
い
な
い
（
か
ら
、
従
え
な
い
の
だ
）
と
口
に
し
た

り
は
し
な
い
。
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
の
君
主
に
お
仕

え
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
は
、
君
主
が
臣
下
を
（
適
正
に
）

用
い
て
い
な
い
（
か
ら
、
お
仕
え
で
き
な
い
の
だ
）
と
口
に

し
た
り
は
し
な
い
。
だ
か
ら
父
と
は
、
子
供
を
養
う
者
を
言

う
の
で
あ
る
。
子
供
と
は
、
父
に
孝
行
す
る
者
を
言
う
の
で

あ
る
。
兄
と
は
、
弟
を
教
導
す
る
者
を
言
う
の
で
あ
る
。
弟
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と
は
、
兄
に
従
う
者
を
言
う
の
で
あ
る
。
君
主
と
は
、
臣
下

を
用
い
る
者
を
言
う
の
で
あ
る
。
臣
下
と
は
、
君
主
に
仕
え

る
者
を
言
う
の
で
あ
る
。

第
一
段
の
内
容
は
、
前
半
部
と
後
半
部
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半

部
で
は
、
父
に
孝
行
で
な
い
者
は
、
父
が
自
分
を
養
っ
て
く
れ
な

い
か
ら
自
分
は
孝
行
で
な
い
の
だ
、
な
ど
と
は
言
わ
な
い
、
と
、

子
供
は
無
条
件
で
父
に
奉
仕
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
原
則
を
兄
弟
関
係
、
君
臣
関
係
に
も
当
て
は

め
、
下
位
者
（
子
・
弟
・
臣
）
は
全
面
的
に
上
位
者
（
父
・
兄
・

君
）
に
奉
仕
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
後
半
部
で
は
、
「
興
て
父

を
言
う
は
、
子
を
畜
う
を
言
う
」
と
、
父
は
子
を
養
う
義
務
が
あ

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
子
・
兄
・
弟
•
君
・
臣
も
同
様

で
あ
る
と
し
て
、
上
位
者
も
下
位
者
も
、
互
い
に
奉
仕
す
る
義
務

を
負
っ
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
段
は
、
全
体
と
し
て
父
子
・
兄
弟
•
君
臣

を
、
下
位
者
（
子
・
弟
・
臣
）
と
上
位
者
（
父
・
兄
•
君
）
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
第
二
段
以
降
で
は
、
兄
弟
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
く
、

父
子
・
君
臣
関
係
を
中
心
に
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
第

二
段
に
お
い
て
孝
の
具
体
的
内
容
を
述
べ
る
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。

（
第
二
段
）
君
子
之
孝
也
、
忠
愛
以
敬
。
反
是
、

IL也
。
盛
力

而
有
證
、
荘
敬
而
安
之
、
微
諫
不
倦
、
聴
従
而
不
怠
。
惜
（
歎
）

欣
忠
信
、
咎
故
不
生
。
可
謂
孝
突
。

君
子
の
孝
と
は
、
真
心
か
ら
の
愛
情
を
基
と
し
て
（
親
に
）

敬
意
を
払
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
す
る
と
、
世
の
中
が

混
乱
す
る
。
親
に
精
一
杯
お
仕
え
し
て
礼
が
あ
り
、
恭
し
く

お
仕
え
し
て
親
を
安
心
さ
せ
、
い
つ
も
穏
や
か
に
諫
め
て
倦

む
こ
と
な
く
、
親
の
言
う
こ
と
に
従
い
、
怠
る
こ
と
な
く
勤

め
る
。
い
つ
も
喜
び
真
心
で
お
仕
え
し
、
親
か
ら
咎
め
を
受

け
る
こ
と
が
な
い
。
か
か
る
行
為
が
孝
で
あ
る
。

第
二
段
の
冒
頭
に
は
、
「
君
子
之
孝
也
、
忠
愛
以
敬
」
と
、
君
子

の
孝
の
基
本
精
神
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
忠
」
は
真

心
の
意
で
あ
り
、
「
忠
愛
以
て
敬
す
」
と
は
、
真
心
か
ら
の
愛
情
に

基
づ
い
て
敬
意
を
払
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
上
掲
の
部
分
の
後
に

は
孝
な
る
行
為
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
概
ね
「
忠
愛

以
て
敬
す
」
こ
と
の
具
体
例
で
あ
り
、
何
れ
も
恭
敬
な
態
度
で
親

に
お
仕
え
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

で
は
、
最
後
の
第
三
段
を
見
て
み
よ
う
。

（
第
三
段
）
是
故
未
有
君
而
忠
臣
可
知
者
、
孝
子
之
謂
也
。
未

有
長
而
順
下
可
知
者
、
弟
（
悌
）
弟
之
謂
也
。

ま
だ
君
主
に
お
仕
え
し
て
い
な
い
が
、
お
仕
え
す
れ
ば
必

ず
忠
臣
だ
と
分
か
る
者
と
は
、
孝
子
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
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年
長
者
に
従
属
し
て
い
な
い
が
、
従
属
す
れ
ば
必
ず
従
順
だ

と
分
か
る
者
と
は
、
悌
弟
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
父
に
対
し
て
孝
で
あ
る
者
は
君
主
に
仕
え
れ
ば
忠

義
を
尽
く
し
、
兄
に
対
し
て
悌
で
あ
る
者
は
郷
党
の
年
長
者
に
仕

え
れ
ば
従
順
で
あ
る
と
の
予
測
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

孝
・
悌
と
い
っ
た
血
縁
倫
理
上
の
関
係
が
適
当
で
あ
れ
ば
、
忠
・

順
と
い
っ
た
非
血
縁
倫
理
上
の
関
係
も
円
滑
に
進
む
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
忠
」
は
、
君
主
に

対
す
る
真
心
、
す
な
わ
ち
忠
義
の
意
味
で
あ
り
、
対
象
を
君
主
に

限
定
し
て
い
る
点
で
、
「
忠
愛
以
て
敬
す
」
の
「
忠
」
と
は
異
な
る
。

か
か
る
第
三
段
の
記
述
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
第
二
段
で
説
か

れ
て
い
た
親
に
対
す
る
行
為
は
、
下
位
者
が
上
位
者
に
お
仕
え
す

る
場
合
に
必
ず
行
う
べ
き
行
為
で
あ
り
、
対
象
を
親
の
み
に
限
定

す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
段
を
踏
ま
え
、
第
三

段
で
は
、
孝
は
そ
の
ま
ま
忠
へ
と
移
行
可
能
な
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
二
段
•
第
三
段
で
は
、
孝
な
る
行
為
が
忠

な
る
行
為
と
本
質
的
に
は
同
質
の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
「
忠
愛
以

て
敬
す
」
対
象
を
親
か
ら
君
主
に
変
更
す
れ
ば
、
孝
は
そ
の
ま
ま

忠
に
移
行
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
理
論
を
、
浅
野
氏
が
す
で
に
「
孝
忠
移
行
理
論
」
と
名
づ
け

て
い
る
の
で
、
本
稿
も
以
下
こ
の
名
称
を
使
用
す
る
（
注
23)
。
で
は
、

『
孝
経
』
の
側
を
見
て
み
よ
う
。

次
の
よ
う
に
、
孝
忠
移
行
理
論
は
『
孝
経
』
士
人
章
に
も
見
え

る。

資
於
事
父
以
事
母
、
而
愛
同
。
資
於
事
父
以
事
君
、
而
敬
同
。

故
母
取
其
愛
、
而
君
取
其
敬
。
兼
之
者
父
也
。
故
以
孝
事
君

則
忠
。
（
士
人
章
）

孔
子
が
言
う
に
、
父
に
お
仕
え
す
る
や
り
方
で
母
に
お
仕

え
す
れ
ば
、
父
へ
の
愛
情
と
同
じ
程
度
の
愛
情
が
母
に
注
が

れ
る
。
父
に
お
仕
え
す
る
や
り
方
で
君
主
に
お
仕
え
す
れ
ば
、

父
へ
の
敬
部
の
念
と
同
じ
程
度
の
敬
慕
の
念
が
君
主
に
注
が

れ
る
。
（
こ
の
や
り
方
を
用
い
る
と
、
）
母
も
子
の
愛
情
を
獲

得
で
き
、
君
主
も
臣
下
か
ら
敬
慕
の
念
を
獲
得
で
き
る
。
子

か
ら
の
愛
情
と
敬
慕
の
念
を
兼
備
し
て
い
る
の
は
父
親
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
父
親
に
対
す
る
孝
心
を
用
い
て
君
主
に
お
仕

え
す
れ
ば
、
忠
義
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
父
と
同
様
に
母
に
仕
え
れ
ば
愛
が
、
父
と
同
様
に

君
主
に
仕
え
れ
ば
敬
が
、
父
に
対
す
る
の
と
同
様
に
母
に
注
が
れ

る
と
さ
れ
、
こ
の
記
述
か
ら
父
に
お
仕
え
す
る
孝
の
基
本
精
神
は
、

愛
・
敬
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
「
孝
を
以
て
君

に
事
う
れ
ば
則
ち
忠
」
と
、
父
へ
の
孝
心
を
用
い
て
君
主
に
仕
え
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れ
ば
忠
臣
と
な
る
と
あ
り
、
孝
は
忠
に
移
行
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
士
人
章
で
も
曽
子
立
孝
篇
と
同
じ
く
孝
忠
移

行
理
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
士
人
章
で
は
孝
・
忠
の
基

本
精
神
を
愛
・
敬
と
し
て
お
り
、
忠
•
愛
を
基
本
精
神
と
す
る
曽

子
立
孝
篇
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
『
孝
経
』
広
揚
名
章
に
も
、
基
本
的
に
士
人
章
と
一
致
す

る
構
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。

子
日
、
君
子
之
事
親
孝
、
故
忠
可
移
於
君
。
事
兄
悌
、
故
順

可
移
於
長
。
居
家
理
、
故
治
可
移
於
官
。
（
広
揚
名
章
）

孔
子
が
言
う
、
君
子
が
親
に
お
仕
え
す
る
と
必
ず
孝
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
真
心
を
君
主
に
お
仕
え
す
る
場
面
に
も
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
君
子
が
兄
に
お
仕
え
す
る
と
必
ず
悌

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
従
順
さ
を
郷
党
の
長
に
お
仕
え
す
る
場

面
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
君
子
が
い
れ
ば
必
ず
家

庭
が
治
ま
る
か
ら
、
そ
の
家
庭
統
治
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
官
職

に
就
い
た
場
合
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
君
子
の
親
に
事
う
る
や
孝
、
故
に
忠
は
君
に
移
す
べ
し
」
と

あ
る
よ
う
に
、
君
子
は
父
に
対
し
て
孝
で
あ
る
か
ら
、
忠
（
真
心
）

を
以
て
君
主
に
お
仕
え
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
孝
な
る
者
は
必
ず

親
に
忠
を
も
っ
て
お
仕
え
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
忠
を

君
主
に
も
移
行
さ
せ
、
忠
を
持
っ
た
臣
下
と
し
て
お
仕
え
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
兄
に
対
す
る
悌
が
年
長
者
に
も
及
ぶ

と
い
う
の
も
ま
た
同
様
の
理
論
で
あ
る
。
広
揚
名
章
の
作
者
は
、

孝
を
忠
に
包
摂
さ
せ
る
こ
と
で
、
血
縁
倫
理
を
根
本
と
し
て
非
血

縁
倫
理
が
成
立
す
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

末
尾
の
一
文
、
「
家
に
居
り
て
理
ま
る
、
故
に
治
は
官
に
移
す
べ
し
」

は
、
家
（
家
庭
）
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
官
職
に
就
い
た

場
合
に
も
そ
れ
を
活
か
し
、
職
場
を
も
統
括
で
き
る
こ
と
を
述
べ

て
お
り
、
家
族
倫
理
（
血
縁
倫
理
）
が
達
成
さ
れ
て
こ
そ
、
社
会

倫
理
（
非
血
縁
倫
理
）
も
ま
た
達
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
の
篇
の
主

張
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
か
か
る
主
張
は
、
士
人
章
の
主
張
と

重
複
し
て
お
り
、
広
揚
名
章
も
ま
た
孝
忠
移
行
理
論
に
基
づ
い
て

書
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
曽
子
立
孝
篇
と
『
孝
経
』
は
、
共
に

孝
忠
移
行
理
論
を
有
す
る
点
で
共
通
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
曽
子

立
孝
篇
と
『
孝
経
』
は
、
同
系
統
の
学
派
に
よ
り
作
ら
れ
た
可
能

性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
本
章
の
結
論
を
踏
ま
え
、
前
掲
の
先
行
研
究
に
つ

い
て
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

先
行
研
究
の
再
検
討

先
ず
、
『
孝
経
』
の
成
立
を
漢
初
と
見
る
渡
辺
卓
説
・
渡
辺
信
一

四
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郎
説
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う
。
第
二
章
に
お
い
て
、
『
孝
経
』
の
成

立
は
『
呂
氏
春
秋
』
以
前
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
す
で
に

確
認
し
た
が
、
今
一
度
、
漢
初
説
を
内
容
面
か
ら
検
討
し
て
み
よ

スっ
渡
辺
卓
氏
は
、
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
の
段
階
で
は
、
曽
参
は
仁

の
祖
述
者
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
篇
・
『
孝
経
』

で
は
孝
の
専
家
と
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
中
で
も
、
孝
行
篇
で
は

「
孔
子
ー
曽
参
ー
楽
正
子
春
」
の
継
承
関
係
が
示
さ
れ
る
の
に
対

し
て
、
『
孝
経
』
で
は
孔
子
と
曽
参
の
み
が
登
場
し
、
曽
参
は
孝
の

専
家
と
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
孝
の
講
説
の
継
承
者
に
固
定
さ
れ

る
に
至
っ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
で
は
孝

を
家
族
倫
理
、
忠
を
支
配
倫
理
と
明
確
に
区
別
し
て
い
た
が
、
孝

行
篇
で
は
、
本
来
家
族
倫
理
で
あ
る
は
ず
の
孝
が
支
配
倫
理
に
編

入
さ
れ
て
お
り
、
孝
の
位
置
付
け
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。こ
の
よ
う
に
、
渡
辺
卓
氏
は
、
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
と
で
孝
行

篇
と
曽
参
の
人
物
像
が
異
な
る
と
す
る
が
、
孝
行
篇
に
「
孔
子
ー

曽
参
ー
楽
正
子
春
」
と
あ
る
以
上
、
曽
参
が
孝
の
講
説
の
継
承
者

と
見
倣
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
孝
行
篇
と
『
孝
経
』

と
の
間
に
は
、
何
ら
の
差
異
も
認
め
ら
れ
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、

孝
の
位
置
付
け
が
変
化
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
確

認
し
た
よ
う
に
、
孝
行
篇
以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
曽
子
立
孝

篇
に
、
す
で
に
孝
忠
移
行
理
論
が
存
在
し
て
い
る
以
上
、
そ
も
そ

も
孝
行
篇
を
契
機
に
孝
の
位
置
付
け
が
変
化
し
た
と
見
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
孝
経
』
を
孝
行
篇
以
後
の
成
立

と
み
る
の
は
や
は
り
難
し
い
と
い
え
よ
う
。

同
じ
く
漢
初
説
を
唱
え
る
渡
辺
信
一
郎
氏
は
、
『
孝
経
』
の
特
色

で
あ
る
愛
・
敬
に
注
目
し
、
『
孝
経
』
で
は
、
孝
・
悌
が
、
一
度
愛
・

敬
と
い
う
普
遍
的
心
情
に
還
元
さ
れ
、
そ
の
後
に
忠
・
順
と
結
び

付
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
孝
・
悌
と
忠
・
順
を
結
び
付

け
る
思
考
は
、
『
曽
子
』
・
『
子
思
子
』
に
も
見
え
る
も
の
の
、
孝

が
愛
・
敬
を
媒
介
せ
ず
、
直
接
忠
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で

不
完
全
で
あ
り
、
『
孝
経
』
の
完
全
な
孝
忠
理
論
と
は
異
な
る
。
か

か
る
差
異
が
見
ら
れ
る
原
因
は
、
『
韓
非
子
』
忠
孝
篇
に
あ
り
、
元

々
は
、
『
曽
子
』
・
『
子
思
子
』
に
見
え
る
よ
う
な
、
孝
・
悌
と
忠
・

順
を
直
接
結
び
付
け
る
論
理
の
み
が
存
在
し
て
い
た
が
、
忠
孝
篇

で
そ
の
論
理
的
飛
躍
を
指
摘
さ
れ
た
た
め
、
『
孝
経
』
の
作
者
は
孝
・

悌
と
忠
・
順
を
強
固
に
結
ぶ
た
め
、
愛
・
敬
を
媒
介
と
し
た
論
理

を
考
案
し
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
氏
は
『
曽
子
』
と
し
て
曽
子
立
事
篇
を
挙
げ

る
の
み
で
あ
り
、
曽
子
立
孝
篇
は
考
察
の
対
象
に
加
え
ら
れ
て
い

な
い
。
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
曽
子
立
孝
篇
で
は
孝
・
忠
の

関
係
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
た
め
、
曽
子
立
孝
篇
を
も
考
察
の
対

象
に
加
え
な
け
れ
ば
片
手
落
ち
の
議
論
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
曽
子
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立
孝
篇
で
は
、
孝
と
忠
は
「
忠
愛
以
て
敬
す
」
を
共
通
の
基
本
精

神
と
し
、
孝
は
忠
に
移
行
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は

忠
孝
篇
が
指
摘
す
る
よ
う
な
論
理
的
飛
躍
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
『
孝
経
』
の
作
者
が
、
忠
孝
篇
へ
の
反
駁
を
目
的
に
愛
・

敬
を
媒
介
と
す
る
孝
忠
理
論
を
考
案
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
元
々

か
か
る
思
考
は
忠
孝
篇
の
成
立
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え

る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
『
孝
経
』
の
成
立
を
忠
孝
篇
の
成
立
後
の

漢
初
と
す
る
必
然
性
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
え
る
。

以
上
、
渡
辺
卓
説
及
び
渡
辺
信
一
郎
説
に
代
表
さ
れ
る
漢
初
説

を
検
討
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
の
説
も
や
は
り
成
立
し
難
い
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

秦
初
説
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
秦
初
説
を
唱
え

る
庄
兵
氏
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
篇
の
成
立
時
期
か
ら
『
孝
経
』

の
成
立
時
期
を
推
定
し
て
い
た
が
、
第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、

『
呂
氏
春
秋
』
に
『
孝
経
』
の
引
用
が
見
え
る
以
上
、
『
孝
経
』
の

成
立
は
『
呂
氏
春
秋
』
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
秦

初
説
も
成
立
不
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
で
は
、
戦
国
末
期
説
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

戦
国
末
期
説
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
に
『
孝
経
』
の
引
用
が
あ
る
こ

と
を
根
拠
に
、
『
孝
経
』
の
成
立
を
『
呂
氏
春
秋
』
と
ほ
ぼ
同
時
期

と
す
る
説
で
あ
る
。
確
か
に
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
編
纂
直
前
に
『
孝

経
』
が
成
立
し
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
『
呂

氏
春
秋
』
の
編
者
が
、
そ
の
編
纂
直
前
に
成
立
し
た
『
孝
経
』
を

引
用
し
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
『
呂
氏
春
秋
』
編
纂
の
こ
ろ
に
は
既

に
広
く
流
布
し
て
い
た
『
孝
経
』
を
引
用
し
た
と
考
え
る
方
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
流
布
に
必
要
な
期
間
を
も
考
慮
に
入
れ
、
『
孝
経
』

の
成
立
時
期
を
考
え
る
と
、
戦
国
末
期
を
さ
ら
に
湖
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
で
は
、
戦
国
中
期
説
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
、

戦
国
中
期
説
を
見
て
み
よ
う
。

戦
国
中
期
説
を
代
表
す
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
武
内
説
で

あ
る
。
武
内
氏
は
朱
子
『
孝
経
刊
誤
』
の
説
を
踏
ま
え
、
『
孝
経
』

を
経
部
と
伝
部
に
二
分
す
る
。
そ
し
て
、
経
部
の
諸
侯
章
が
『
呂

氏
春
秋
』
察
微
篇
に
引
用
さ
れ
て
い
る
点
、
経
部
で
は
天
子
・
諸

侯
・
卿
大
夫
・
士
・
庶
人
の
五
等
の
孝
が
説
か
れ
て
い
る
点
に

注
目
し
、
経
部
の
成
立
を
戦
国
末
以
前
と
推
定
す
る
。
さ
ら
に
経

部
と
『
孟
子
』
に
類
似
す
る
記
述
が
存
在
す
る
点
に
着
目
し
、
経

部
の
成
立
を
戦
国
中
期
に
絞
っ
て
い
る
。
伝
部
に
つ
い
て
は
、
経

部
に
は
五
等
の
孝
が
説
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
伝
部
は
諸
侯
・

卿
大
夫
の
孝
に
つ
い
て
の
解
釈
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
漢
代

の
成
立
と
推
定
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
武
内
氏
は
朱
子
の
説
を
承
け
て
『
孝
経
』
を

経
部
と
伝
部
に
分
け
、
経
部
を
戦
国
中
期
、
伝
部
を
漢
代
の
成
立

と
す
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
『
孝
経
』
を
経
部
と
伝
部
に
二
分
す

る
こ
と
は
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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所
謂
伝
部
を
見
て
み
る
と
、
三
オ
・
聖
治
・
諫
争
の
三
章
に
は

曽
参
と
孔
子
の
問
答
が
見
え
る
。
こ
の
た
め
、
体
裁
は
首
章
か
ら

末
尾
ま
で
一
貰
し
て
い
る
と
言
え
、
『
孝
経
』
を
経
部
と
伝
部
に
分

け
る
こ
と
は
難
し
い
（
注
24)
。
ま
た
、
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
士

人
章
と
広
揚
名
章
は
ほ
ぼ
同
じ
思
想
内
容
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
二
篇
の
間
に
時
代
的
格
差
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
孝
経
』
は
、
全
体
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
ま
と
ま
っ

て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
所
謂
伝
部
が
経
部

の
注
釈
と
し
て
漢
代
に
成
立
し
た
と
い
う
見
方
も
成
立
し
難
い
と

い
え
よ
う
。

な
お
、
所
謂
経
部
に
つ
い
て
、
武
内
氏
は
『
孟
子
』
離
婁
上
篇

に
類
似
の
記
述
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
経
部
と
『
孟
子
』
の
説

が
符
合
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
成
立
を
『
孟
子
』
と
ほ
ぽ
同
時

期
の
戦
国
中
期
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
『
孟
子
』
離
婁
上
篇
の
当

該
箇
所
は
、
「
天
子
不
仁
、
不
保
四
海
。
諸
侯
不
仁
、
不
保
社
稜
。

卿
大
夫
不
仁
、
不
保
完
廟
。
士
庶
人
不
仁
、
不
保
四
證
」
と
、
天

子
・
諸
侯
・
卿
大
夫
・
士
庶
人
に
仁
徳
が
無
け
れ
ば
、
天
下
・
社

稜
・
祖
廟
•
四
肢
を
保
全
し
得
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

孝
を
説
い
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
述
を
根
拠

に
『
孝
経
』
と
の
思
想
的
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

所
謂
経
部
の
成
立
を
『
孟
子
』
の
成
立
と
同
時
期
と
す
る
こ
と
に

も
や
は
り
無
理
が
あ
ろ
う
（
注
2
5
)
0

第
三
章
で
『
孝
経
』
と
曽
子
立
孝
篇
と
を
比
較
し
た
結
果
、
『
孝

経
』
と
曽
子
立
孝
篇
は
、
孝
忠
移
行
理
論
を
説
く
点
で
一
致
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
先
ず
、
『
孝
経
』
と
曽
子
立
孝
篇
と

の
先
後
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

『
孝
経
』
と
曽
子
立
孝
篇
は
孝
忠
移
行
理
論
を
説
く
点
で
一
致

す
る
が
、
曽
子
立
孝
篇
は
孝
の
基
本
精
神
を
「
忠
愛
以
て
敬
す
」

と
す
る
の
に
対
し
、
『
孝
経
』
は
「
愛
・
敬
」
と
す
る
点
で
異
な
る
。

「
忠
愛
以
て
敬
す
」
が
、
忠
愛
を
敬
の
根
本
に
置
い
て
い
る
の
に

対
し
、
「
愛
・
敬
」
は
愛
と
敬
を
並
列
関
係
に
置
い
て
お
り
、
曽
子

立
孝
篇
の
「
忠
愛
以
て
敬
す
」
よ
り
『
孝
経
』
の
「
愛
・
敬
」
の

側
が
、
孝
の
基
本
精
神
を
よ
り
簡
潔
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
孝
経
』
の
側
が
曽
子
立
孝
篇
よ
り
新
し
い
成
立
と

考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
孝
経
』
と
曽
子
立

孝
篇
と
の
相
違
点
か
ら
先
後
関
係
を
強
い
て
推
定
す
る
な
ら
ば
、

曽
子
立
孝
篇
を
『
孝
経
』
よ
り
早
い
成
立
と
す
る
こ
と
も
可
能
で

五
以
上
、
本
章
で
は
先
行
研
究
を
検
討
し
た
。
漢
初
説
・
秦
初
説

は
成
立
し
難
く
、
戦
国
末
期
説
・
戦
国
中
期
説
に
も
問
題
点
が
見

ら
れ
た
。
で
は
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
は
い
つ
と
す
る
の
が
最
も

妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

『
孝
経
』
の
成
立
時
期
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あ
る
。
だ
が
、
か
か
る
相
違
は
微
細
な
も
の
で
あ
り
、
大
き
く
見

れ
ば
孝
忠
移
行
理
論
を
説
く
点
で
曽
子
立
孝
篇
と
『
孝
経
』
は
一

致
し
て
い
る
た
め
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立
と
考
え
て
お
く
の
が
穏

当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
曽
子
立
孝
篇
の
成
立
時
期
は
、

い
つ
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

曽
子
立
孝
篇
の
成
立
の
上
限
は
、
本
篇
中
に
お
い
て
、
曽
参
が

「
曽
子
」
と
敬
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曽
参
が
門
人
か

ら
師
と
仰
が
れ
て
以
降
と
考
え
ら
れ
る
（
注
26)
。
銭
穆
『
先
秦
諸
子

繋
年
』
で
は
、
曽
参
の
生
没
年
を
前
五

0
五
年

S
前
四
三
六
年
と

す
る
。
仮
に
曽
参
が
三

0
歳
の
こ
ろ
か
ら
門
弟
を
擁
し
て
い
た
と

す
る
と
、
上
限
は
前
四
七
五
年
ご
ろ
と
な
る
。
一
方
、
下
限
は
上

博
簡
の
墓
葬
年
の
前
三

0
0年
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
曽
子
立
孝
篇
は
、
こ
の
一
七
五
年
間
に
成
立
し
た
と
推
測
で

き
る
。で
は
次
に
、
前
四
七
五
年
ご
ろ
か
ら
前
三

0
0
年
ご
ろ
ま
で
の

間
、
す
な
わ
ち
春
秋
末
期
か
ら
戦
国
中
期
に
か
け
て
の
儒
家
の
社

会
的
地
位
の
変
化
か
ら
、
曽
子
立
孝
篇
の
成
立
時
期
と
し
て
最
も

可
能
性
の
高
い
時
期
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
曽
子
立
孝
篇

に
は
孝
忠
移
行
理
論
が
存
在
す
る
た
め
、
か
か
る
理
論
を
唱
え
る

必
要
性
の
生
じ
た
時
期
を
推
定
す
る
こ
と
で
、
そ
の
成
立
時
期
も

あ
る
程
度
推
定
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

春
秋
末
期
、
孔
子
の
門
弟
た
ち
は
、
不
遇
の
生
涯
を
送
っ
た
師

と
は
対
照
的
に
、
諸
国
で
登
用
さ
れ
始
め
る
。
『
史
記
』
仲
尼
弟
子

列
伝
に
は
「
孔
子
既
没
、
子
夏
居
西
河
教
授
、
為
魏
文
侯
師
」
と
、

孔
子
の
没
後
、
子
夏
が
魏
の
文
侯
の
師
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
貨
殖
列
伝
に
は
「
子
韻
既
學
於
仲
尼
、
退
而
仕

於
衛
」
と
あ
り
、
子
貢
が
衛
で
登
用
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
、
「
子
思
二
十
三
篇
…
孔
子

孫
、
為
魯
謬
公
師
」
と
、
孔
子
の
孫
で
あ
る
子
思
は
魯
の
穆
公
の

師
と
な
っ
た
と
あ
る
（
注
27)°

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
春
秋
末
期
か

ら
孔
子
の
門
弟
や
後
学
が
次
々
と
政
治
的
地
位
を
獲
得
し
て
い
っ

た
状
況
が
窺
わ
れ
る
。

政
治
的
地
位
を
獲
得
し
た
儒
者
は
、
在
野
で
活
動
し
て
い
た
孔

子
の
こ
ろ
の
よ
う
に
は
、
孝
を
唱
道
で
き
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
孝
と
は
血
縁
関
係
に
あ
る
親
に
絶
対
的
に
服

従
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
然
的

に
非
血
縁
関
係
に
あ
る
君
主
を
軽
ん
ず
る
こ
と
に
な
る
。
仕
官
し

て
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
無
視
し
て
孝
を
唱
道
す
る

こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
今
や
仕
官
し
て
君
主
に
忠
誠
を
誓

う
べ
き
立
場
に
立
っ
た
儒
者
に
と
っ
て
は
、
孔
子
以
来
の
孝
を
説

く
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
孔
子
の
教
説

を
継
承
す
る
学
徒
で
あ
る
以
上
、
彼
ら
は
そ
の
教
説
に
お
い
て
重

要
な
位
置
を
占
め
る
孝
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
春
秋
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本
稿
で
は
、
上
博
簡
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
曽
子
立
孝
篇
と
『
孝

お
わ
り
に

末
期
の
儒
家
は
、
孔
子
後
学
と
し
て
の
立
場
と
、
臣
下
と
し
て
の

立
場
と
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
彼
ら
が
、
こ
れ
ら

の
立
場
の
両
立
を
図
り
教
説
の
改
変
を
試
み
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
（
注
28)
。
そ
の
試
み
の
結
果
、
考
案
さ
れ
た
の
が
孝
忠
移
行

理
論
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

孝
忠
移
行
理
論
は
、
孝
が
達
成
さ
れ
て
こ
そ
忠
も
ま
た
達
成
で

き
る
と
し
て
、
孝
を
忠
の
根
本
に
置
く
理
論
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

孝
忠
移
行
理
論
を
説
く
こ
と
で
、
孔
子
後
学
と
し
て
の
立
場
を
根

本
と
し
な
が
ら
、
仕
官
先
で
も
臣
下
と
し
て
の
立
場
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
。
か
か
る
理
論
を
考
案
す
る
の
は
、
孔
子
後
学
と
し
て

の
立
場
と
、
臣
下
と
し
て
の
立
場
の
両
立
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い

春
秋
末
期
の
孔
子
後
学
こ
そ
そ
の
可
能
性
が
最
も
高
い
。
と
す
れ

ば
、
そ
の
理
論
を
含
む
曽
子
立
孝
篇
の
成
立
が
春
秋
末
期
で
あ
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
り
、
同
一
の
論
理
を
含
む
『
孝
経
』
の
成
立

に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
孝
経
』
の

成
立
は
、
依
然
と
し
て
戦
国
末
期
で
あ
る
可
能
性
も
残
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
春
秋
末
期
ま
で
遡
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
い
え
る

の
で
あ
る
。

注

経
』
の
比
較
を
通
し
て
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
を
再
検
討
し
た
。

曽
子
立
孝
篇
と
『
孝
経
』
は
、
孝
忠
移
行
理
論
を
有
す
る
点
で
一

致
す
る
こ
と
か
ら
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
は
曽
子
立
孝
篇
と
ほ
ぼ

同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
孝
忠
移
行
理
論
は
、
儒
家
の
社
会
的
立

場
の
変
化
か
ら
見
て
、
春
秋
末
期
に
唱
道
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

し
た
が
っ
て
、
曽
子
立
孝
篇
及
び
『
孝
経
』
の
成
立
も
春
秋
末
期

ご
ろ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
も
し
春
秋
末
期
よ
り
降

る
と
し
て
も
、
戦
国
前
期
ご
ろ
ま
で
で
あ
ろ
う
。
以
上
が
本
稿
の

結
論
で
あ
る
。

現
在
、
上
博
簡
の
未
発
表
の
部
分
を
は
じ
め
と
し
、
ま
だ
内
容

の
公
表
さ
れ
て
い
な
い
出
土
資
料
が
多
く
あ
る
。
本
稿
で
得
た
結

論
は
、
あ
く
ま
で
現
時
点
で
得
ら
れ
る
資
料
に
基
づ
く
推
測
に
過

ぎ
な
い
。
今
後
も
、
新
出
土
資
料
を
加
え
て
の
検
討
が
必
要
と
な

ろ
う
。

(
1
)
『
漢
書
』
巻
七
昭
帝
紀
始
元
五
年
六
月
条
に
は
「
詔
に
日
わ
く
、
朕

は
砂
身
を
以
て
宗
廟
を
保
つ
を
獲
た
り
。
戟
戦
栗
栗
と
し
て
、
夙
に

興
き
夜
に
廂
ね
、
古
の
帝
王
の
事
を
修
め
、
保
偲
に
通
ず
も
、
孝
経
、

論
語
、
尚
書
の
偲
う
る
、
未
だ
明
有
り
と
云
わ
ず
」
と
、
皇
帝
が
自

ら
『
孝
経
』
や
『
論
語
』
・
『
書
経
』
を
学
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

(48) 



(
2
)
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
は
「
則
ち
此
の
書
は
殆
ど
後
人
の
好

事
者
の
諸
書
を
采
獲
し
て
之
を
為
る
な
り
。
故
に
駁
雑
に
し
て
経
な

ら
ず
。
決
し
て
戴
徳
の
本
書
に
非
ざ
る
な
り
」
と
、
現
存
す
る
『
大

戴
礼
記
』
は
後
世
の
好
事
家
に
よ
り
作
ら
れ
た
偽
書
で
あ
り
、
戴
徳

の
編
ん
だ
『
大
戴
礼
記
』
で
は
な
い
と
す
る
。
挑
際
恒
『
古
今
偽
書

考
』
も
『
大
戴
礼
記
』
は
後
人
の
偽
作
で
あ
る
と
し
、
陳
振
孫
と
同

様
に
偽
書
説
を
唱
え
る
。

(
3
)
郭
店
楚
簡
は
、
一
九
九
三
年
、
湖
北
省
荊
門
市
の
郭
店
一
号
楚
墓

か
ら
出
土
し
た
竹
簡
群
で
あ
る
。
湖
北
省
荊
門
市
博
物
館
「
荊
門
郭

店
一
号
楚
墓
」
（
『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
七
期
）
で
は
、
郭
店
一
号

墓
の
下
葬
時
期
を
前
四
世
紀
中
期

S
前
三
世
紀
初
頭
と
し
て
い
る
。

雀
仁
義
「
荊
門
楚
墓
出
土
的
竹
簡
《
老
子
》
初
探
」
（
『
荊
門
社
会
科

学
』
一
九
九
七
年
第
五
期
）
は
前
三
一
六
年
造
営
と
さ
れ
る
包
山
楚

墓
の
副
葬
品
と
郭
店
楚
墓
の
副
葬
品
を
比
較
し
、
郭
店
楚
墓
の
下
層

時
期
を
よ
り
具
体
的
に
前
三

0
0年
と
推
定
す
る
。

(
4
)
馬
承
源
氏
は
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
（
上
海
古
籍

出
版
社
、
二

0
0
一
年
）
序
で
、
「
上
海
博
物
館
所
蔵
的
竹
簡
乃
是
楚

国
遷
郡
以
前
貴
族
墓
中
的
随
葬
物
」
と
、
上
博
簡
は
楚
が
郡
に
遷
都

す
る
以
前
に
造
営
さ
れ
た
黄
族
の
墓
の
副
葬
品
で
あ
ろ
う
と
推
定
し

て
い
る
。

(
5
)
上
海
大
学
古
代
文
明
研
究
中
心
•
清
華
大
学
思
想
文
化
研
究
所
編

る。

『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』
（
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
二
年
）
。

(
6
)
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

O

〇
一
年
）
。
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二

0
0
二
年
）
。

(
7
)
上
海
書
店
出
版
社
の
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
発
売
予
告

に
は
、
上
博
簡
中
に
曽
子
立
孝
篇
の
存
在
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
餅
宇
窓
•
段
書
安
『
本
世
紀
以
来
出
土
簡
吊
概
述
』
（
万

巻
楼
、
二

0
0
0年
）
に
も
同
様
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)
⑥
を
除
く
先
行
研
究
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
「
儒
家
思

想
の
形
成
VI
」
(
『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
三
号
、
一
九
九
五
年
）

に
詳
し
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
9
)
戦
国
中
期
説
・
戦
国
末
期
説
・
漢
初
説
に
つ
い
て
は
、
池
澤
優
『
「
孝
」

思
想
の
宗
教
学
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二

0
0
二
年
）
に
詳

、。し
し

(10)
武
内
義
雄
『
孝
経
の
研
究
』
（
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
二
巻
、
角
川

書
店
、
一
九
七
八
年
所
収
）
。

(11)
津
田
左
右
吉
『
儒
教
の
実
践
道
徳
』
（
『
儒
教
の
研
究
』
第
三
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
所
収
）
。

(12)
林
秀
一
「
曽
子
」
（
『
中
国
の
思
想
家
』
上
巻
、
勁
草
書
房
、
一
九

六
三
年
）
。

(13)

板
野
長
八
「
『
孝
経
』
の
成
立
」
（
『
儒
教
成
立
史
の
研
究
』
岩
波
書

店
、
一
九
九
五
年
所
収
）
。
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(14)
浅
野
氏
前
掲
論
文
（
注
8
)
。

(15)
庄
兵
「
『
孝
経
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第

五
十
四
集
、
二

0
0
二
年
）
。

(16)
庄
氏
は
、
孝
行
篇
の
成
立
を
陳
奇
猷
氏
『
『
呂
氏
春
秋
校
繹
』
の
説

に
従
い
、
呂
不
茸
の
遷
蜀
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
間
、
即
ち
始
皇
帝

十
年
か
ら
十
二
年
の
間
と
す
る
。

(17)
池
澤
優
氏
（
同
注
9
)
も
ま
た
、
漢
初
説
を
取
る
。
池
澤
氏
は
、

実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
祭
祀
條
礼
と
、
『
孝
経
』
に
記
さ
れ
て
い
る
事

柄
と
を
対
応
さ
せ
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
を
漢
代
に
推
定
し
て
い
る
。

か
か
る
見
方
は
、
果
た
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
『
孝
経
』
は
あ
く
ま

で
も
思
想
の
書
で
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
孝
に
関
す
る

実
際
の
様
態
で
は
な
く
、
殆
ど
抽
象
化
さ
れ
た
孝
の
概
念
で
あ
る
。

従
っ
て
、
『
孝
経
』
が
当
時
行
わ
れ
て
い
た
祭
祀
傑
礼
に
即
し
て
記
さ

れ
た
と
は
考
え
難
い
。

(18)
氏
は
「
原
始
儒
家
は
家
族
倫
理
と
支
配
倫
理
と
の
間
に
横
た
わ
る

矛
盾
を
発
見
し
、
家
族
の
犯
し
た
公
的
非
違
も
隠
す
こ
と
こ
そ
直
だ

と
い
い
（
論
語
子
路
篇
）
、
孟
子
も
…
…
む
し
ろ
家
族
倫
理
を
重
視
し

た
（
孟
子
盛
心
下
篇
）
。
し
か
し
孝
行
篇
の
作
者
は
孝
を
説
き
な
が
ら

も
、
か
か
る
矛
盾
に
は
目
を
閉
じ
、
皇
帝
の
孝
の
政
治
的
効
果
だ
け

を
重
視
し
、
人
臣
や
士
民
の
孝
を
統
治
体
系
に
編
入
し
た
の
で
あ
る
」

と
述
べ
る
。

(19)
な
お
、
氏
は
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
と
孝
行
篇
と
の
間
に
相
違
が
生

じ
た
の
は
、
皇
帝
中
心
の
統
治
理
論
を
構
築
せ
ん
が
た
め
に
孝
行
篇

の
作
者
が
、
従
来
の
曽
参
の
人
物
像
や
孝
の
位
置
づ
け
に
改
変
を
加

え
た
た
め
と
推
測
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
孝
経
』
で
は
孝
が
五
等
の
序
列
の
下
で
説
か
れ
て
い
る
こ

と
に
着
目
し
、
こ
の
序
列
は
漢
の
封
建
制
を
反
映
し
て
い
る
と
す
る
。

そ
し
て
『
孝
経
』
の
孝
は
、
「
権
威
主
義
に
吸
収
さ
れ
再
編
成
さ
れ
た

孝
で
、
あ
く
ま
で
も
皇
帝
中
心
の
政
治
に
服
務
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
」
と
し
、
『
孝
経
』
に
は
漢
代
の
時
代
的
特
色
が
反
映
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
『
呂
氏
春
秋
』
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

(
2
0
)渡
辺
信
一
郎
氏
は
『
大
戴
礼
記
』
曽
子
立
事
・
曽
子
本
孝
•
曽
子

立
孝
等
、
篇
名
に
「
曽
子
」
を
冠
す
る
十
篇
（
曽
子
十
篇
）
を
『
曽

子
』
、
『
礼
記
』
中
庸
・
表
記
・
坊
記
・
細
衣
を
『
子
思
子
』
と
し
て

い
る
。

(21)
『
曽
子
』
・
『
子
思
子
』
に
孝
忠
理
論
の
見
え
る
例
と
し
て
、
氏
は
曽

子
立
事
「
父
に
事
え
て
以
て
君
に
事
う
べ
し
、
兄
に
事
え
て
以
て
師

長
に
事
う
べ
し
…
」
、
坊
記
「
孝
以
て
君
に
仕
え
、
弟
以
て
長
に
事
え
、

民
に
弐
せ
ざ
る
を
示
す
な
り
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は

孝
・
悌
（
父
兄
に
仕
え
る
こ
と
）
が
直
接
忠
・
順
（
君
長
に
仕
え
る

こ
と
）
と
連
結
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
『
孝
経
』
の
よ
う
に
、
敬

（
愛
）
を
媒
介
に
し
て
忠
と
孝
を
関
連
づ
け
る
思
惟
と
は
異
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(50) 



(22)
渡
辺
信
一
郎
氏
は
、
忠
孝
篇
の
「
齢
首
」
に
注
目
し
、
「
爵
首
は
、

始
皇
帝
二
六
年
に
民
の
名
称
と
し
て
専
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
」
と
し
て
忠
孝
篇
を
秦
統
一
以
後
の
作
と
す
る
。

(23)
浅
野
裕
一
氏
が
す
で
に
前
掲
論
文
で
『
孝
経
』
で
は
孝
と
忠
が
移

行
関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
か
か
る
理
論
を
「
孝
忠
移
行
理
論
」

と
呼
ん
で
い
る
。

(24)
ま
た
、
朱
子
は
、
経
部
は
孔
子
と
曽
参
の
問
答
、
伝
部
は
そ
の
解

説
で
あ
る
と
し
て
、
実
際
に
伝
部
は
経
部
の
ど
の
箇
所
の
解
説
で
あ

る
か
を
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
経
部
と
伝
部
に
は
対
応
し
な
い
部

分
が
極
め
て
多
い
。
こ
れ
は
所
謂
伝
部
を
経
部
に
無
理
に
対
応
さ
せ

よ
う
と
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
そ
も
そ
も
伝

部
は
経
部
の
解
説
と
し
て
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。

(25)
ま
た
、
『
孝
経
』
と
『
孟
子
』
の
孝
の
性
格
が
基
本
的
に
異
な
る
こ

と
か
ら
も
、
こ
の
二
書
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
は
考
え
難
い
。
第

三
章
で
見
た
よ
う
に
、
『
孝
経
』
で
は
孝
忠
移
行
理
論
が
説
か
れ
て
お

り
、
孝
と
忠
と
は
相
反
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

に
対
し
、
『
孟
子
』
で
は
、
孝
は
非
血
縁
倫
理
と
相
反
す
る
性
格
を
有

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

(26)
彰
林
氏
は
「
子
思
作
《
孝
経
》
説
新
論
」
（
摩
名
春
主
編
『
清
華
大

学
思
想
文
化
研
究
所
集
刊
』
第
二
集
、
清
華
大
学
出
版
社
、
二

0
0

二
年
）
に
て
、
中
庸
・
表
記
・
坊
記
と
『
孝
経
』
と
は
、
毎
章
詩
・

書
を
引
用
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
と
し
、
『
孝
経
』
は
子
思
学
派
の

手
に
よ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
か
か
る
体
裁
は
『
礼
記
』
諸
篇
に
多

く
見
え
、
必
ず
し
も
中
庸
・
表
記
・
坊
記
と
『
孝
経
』
と
の
強
い
結

び
つ
き
を
示
す
も
の
と
は
言
え
ず
、
こ
れ
を
根
拠
に
『
孝
経
』
の
作

者
を
子
思
学
派
の
人
間
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(27)
郭
店
楚
簡
「
魯
穆
公
問
子
思
」
篇
に
は
、
「
魯
穆
公
問
於
子
思
日
、

何
如
而
可
謂
忠
臣
。
子
思
日
、
恒
稲
其
君
之
悪
者
、
可
謂
忠
臣
突
。

公
不
悦
、
揖
而
退
之
」
と
、
子
思
が
魯
の
穆
公
に
教
示
す
る
場
面
が

描
か
れ
て
お
り
、
子
思
が
魯
で
登
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

(28)
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
の
「
従
政
甲
」
篇
・
「
従
政

乙
」
篇
は
、
官
僚
が
ど
の
よ
う
に
職
務
に
励
む
べ
き
か
を
主
に
倫
理

面
か
ら
説
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
戦
国
中
期
に
は
、
儒
家

が
官
僚
組
織
に
強
い
関
心
を
抱
き
、
そ
の
中
に
儒
家
の
教
説
を
持
ち

込
も
う
と
し
て
い
た
状
況
が
窺
わ
れ
る
。

(51) 




